
男女共同参画セミナー事業 【佐渡市】

令和元年度におこなった市民意識調査によると、「共働きで、共
に家庭を守る」ことが最も理想に近いと回答する人が、全体の約7
割を占める一方で、現状できていると回答する人の割合としては
約3割程度にとどまっており、「共働きで、主に妻が家事・育児をす
る」が現状に近いと回答する人が多いことから、家事・育児等の負
担は女性のほうが大きい現状であることから、家事・育児等におけ
る女性の負担を減らし、男性の参加時間を増やす必要がある。

地域の実情と課題

公益財団法人 新潟県女性財団と共催でセミナーを実施し、テー
マに沿った講師の選定、企画の助言、講師の交通費の負担など協
力をいただいた。

連携団体

男性の家事・ 育児・介護などの平均時間は増加をしたものの、
家庭、 地域および職場における固定的性別役割分担意識は依然
として根強い。職場環境や働き方における整備とともに、事業所や
家族など周りの方々が各種制度を十分に理解・周知をし、働く女
性がためらうことなく制度を活用できるように、啓発活動等を通じて
意識の変化を醸成しなければならない。

今後の課題

実施後に行ったアンケートでは、「本セミナーの内容について」の
問いに対して、「大変参考になった」が50％、「参考になった」が
50％という結果となり、全員が肯定的な評価を示した。そのほか、
「難しいが大切なことだと実感した」「日々の活動を振り返る機会と
なった」など前向きな意見も寄せられており、子育てへの向き合い
方に対する理解を深める機会として、意義のある取組となった。

事業の効果

【目的】
家庭・地域・教育などあらゆる場において、性別による固定的な

分担意識を解消する。
【目標】
男性の家事・育児・介護などへの参加時間を増やす。
目標値 2時間7分
実績値 1時間58分

目的・目標

家庭・地域・職場における固定的性別役割分担意識の解消に向
け、男女が共に育児を学ぶ機会を提供するためのセミナーを開催
する。
子育ての今について、具体的な例をあげながら世代間で共有し

ていただき、家族で協力して子育てをする方法について学んでい
ただくことで、年齢や性別に関係なく、家族・地域全体で子育てに
参加できる社会を目指す。

事業の特徴

個別事業費 102 千円

交付金額 51 千円

事業番号 １



【地域セミナーin佐渡】
（みんなで子育てせんかっちゃ！）

■開催日 令和6年11月3日（日）

■会  場 あいぽーと佐渡 催事スペース

■講  師 松山 由美子 様
NPO法人 はっぴぃmama応援団 代表理事

■内  容 子育ての今について、具体的な例をあげながら世代間で共有
 し、協力して子育てをする方法について学んでいただく

事業の概要
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